
【は じめ に】

病者や障害者の本人だからできる調査研究事業

なんらかの精神疾患や障害をもったものが、従来の統計では出てこなかった、自分たちにとって大切なデー

タを、自分たちの手で集めるといった目的意識をもったものが運営実施を続けています。その結果、従来と

は全く違う統計結果も見えてきました。いわゆるやらせ統計といわれたものとは異質なものともいえるでしょ

う。また、アンケート調査に回答することにより、回答者が自分自身の問題に気づくということが一つの者

目点でもあります。

まず、調査結果の障害者及び病者の生の声のデータを見ることにより、周りの支援者がその実態に気がつ

きます。そして、周囲がかわることによって、本人の自己肯定に栄がり、その本人も変化していきます。

今まで病者や障害者の体験談は大切にされています。しかし、その個人特有の経験と扱われるため、裏付

けがないように思われてきました。その部分を統計といった手法を使い、体験談をグラフや数字にすること

により、全体的に起きていたこととしても理解することが可能になりました。

専門家ではできないことや苗きにくいことも、病者同志であるからこそ聞くことができ、回答者に配慮も

できるので、普段に何も言わない病者が本音を書いてくれます。

この統計自主事業は 「病者だからできないのではなくJ、「病者だからできることがあるJと いうことを示

しつづけています。

国や研究者が実施 した統計との違い

。当会の特性は障害者及び病者だけで構成されています。
・営利目的ではありません。
・よくある調査 (専門家による専F5家の為の調査)で はありません。
・専門家の調査とは違う障害者や病者の視点からの分析により、障害者及び病者の置かれた現状が把握しや

すくなっています。
・調査を続けていくことにより社会からつくられた偏見がなくなり本人の望むケアや支援を受けやすくなり

ます。
もその本人にあったケアや支援が受け易くなります。
・病者本人が、求める医療 (オーダーメイド医療)が わかりやすくなります。

今回発見された薬へのニーズ

。今まで分からなかった薬による身体状態の果変。

本当はあった再発の予兆c
・当事者が飲みたがらない薬には理由があった。
・退院しても続く病院と同じ活動時間常。
・今求められる剤形のパッケージの利便性。
・1,000人の声が訴えたこの統計を国や厚労省に活かしてほしい現実。

当事者による当事者の生活の質 (QOL)向 上をめざす
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恙若のつぶやこ
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・明白もまた 付 き合い処方 医 師満足 し らぬが仏 思 者は仏

・手のひらに い っぱいの薬 腹 いっぱい 朝 な夕なに 方 年末

・下を向き 人 から知られず ど こに行 く 遠 くの病院 議 にも知られず

・薬取 り 3時 間待ち 3分 間 鳥 者を見ずに パ ソコンと友

・今思う せ は仏 手 法は鬼 医 は仁術 医 は算術

・入退院 昔 十年 今 二ヶ月 け れど治らず 回 転 ドア

・BRりたい 侠 んでも飲んでも BRれ ない 増 える颯剤 輝 く張

・副作用止め 侠 めばはず 便 松なり た まに出たとき ほ っとする

。入院だ 出 された薬を ペ ッととき出し お かげで 今 は社会復帰

。人はいう 病 は気から す ぐ治る そ ういわれつつ 数 十年

・良い楽 に っこり笑って 受 け取 ります 家 に帰って ゴ ミ箱のヤ

中



(特実)8Mか らわかる成大病と早める精神病者肥満

男性の一般者と精神病者との8B満比較

総数
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30-39歳

40-491王
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70歳以上
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事性の
一般者と精神病者との肥満比較
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とも,日満者 (BM≧ 25)の 割合が高く成人病に歴るリスクが出ています。

作られる成大病のリスク

特出してぃるのは各男性20-29歳 20 5ptで24信 です。ューザーが精神科病院に受診して精神
科案を服票じ始めている点です。これはューザー女性にも伺えられま
満者 (BM≧ 25)の 割合の素質が出ています。食生活以外に一般とュー

の割合差異は何処から来るのだろうか。今日、多種多剤を服業し、ど
合的な作用なのが特定できない。個人的因子だけであるうか。
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